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を中性子小角散乱で測定した (Vは試料体積 )｡これらの関数では,時間 ととともに,Sの極
大を与えるkの値 km(i)が小さくなるとともに,極大値 S(km,i)が増大するo この結果は
古川浩1)の提唱する時間に依存 しないユニバーサルなスケーリング関数
～ 3∬2





























































であり, ¢｡は(2)が成 り立つときのマイナリティ相の体積分率であるo当然 ¢- ¢｡ のときm
- 1となって,(5)は(2)に移行する｡(5)の相対半値幅は解析的に解けて
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京大･教養 冨 田 博 之
相分離がすすみ滑らかでランダムな界面が形成された段階における散乱関数のスケイ リング
則を考える1.)
ランダムな界面系と言っても,体積組成比¢の値によって特徴が異なる｡ ¢≪1では半径分
布に広がりを持った球状液滴系, ¢～0.5ではpercolateL,かつ自己相補的な界面系,その
中間では不規則な表面を持ったクラスター系と考えられる｡このようなバラエティを考慮する
と¢の全額域を通して統一的なスケイリングの機構を探すのは無理であろう｡ ¢-0.5では時
間的にcrossoverが起こることも報告されている2.)
-440-
